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写真説明： |櫛方獅林撹源のWII,発が〃糎一ズアッブされている。森ﾎ1航測の

果たす役割はここにもありそして広い。これは白いサンゴ剛に岨生れたシ

ョートヲンド烏海洋付近の林相の一部であるが，中央部はタウン’力屋ヒ

ラムを主とする林相であり，海辺滞りにマング画一プ（抑． ヤシ（灰白

色）等が見られぁ。
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林
業
の
地
域
政
策
の
必
要
性
Ⅲ
Ⅱ

森
林
は
単
に
木
材
生
産
の
た
め
ぽ
か
り
で
な
く
、
よ
り
多
目
的
に
利
剛
さ
れ
な
け
れ
ば
Ⅲ

ⅢⅢ

Ⅱ

川
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
古
く
か
ら
い
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
人
口
の
都
市
へ
川

Ⅲ

Ⅲ

川
の
過
度
の
集
中
が
進
ん
で
き
た
今
日
で
は
、
森
林
の
も
つ
効
用
は
、
都
市
の
住
民
に
と
つ
Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

叩
て
、
従
来
と
は
比
べ
よ
う
も
な
し
縁
ど
、
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
国
民
全
般
川Ⅲ

Ⅲ
の
森
林
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
関
心
に
は
、
い
わ
ば
空
気
や
川

跡
踏
よ
う
な
無
主
物
に
対
す
る
と
同
じ
よ
う
な
考
え
方
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
川

△

も

Ⅲ

森
林
の
あ
り
方
が
、
そ
の
よ
う
に
国
民
の
福
祉
に
と
っ
て
飛
婆
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ⅢⅢ

航
ぱ
、
そ
の
森
林
を
管
理
経
営
す
る
林
業
の
あ
り
方
も
、
当
然
木
材
生
産
を
営
む
業
と
い
つ
ⅢⅡ

た
狭
い
解
釈
に
と
ど
ま
ら
ず
、
森
林
の
多
目
的
効
用
を
股
大
限
に
発
抑
す
る
こ
と
を
林
業
川

Ⅱ

川
の
目
的
と
し
、
新
し
い
意
味
で
の
林
業
総
生
産
を
別
出
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
森
林
の
も
つ
効
用
は
、
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
り
、
か
つ
そ
の
お
の
お
の
の
Ⅷ

Ⅲ
効
川
を
発
抑
さ
せ
る
こ
と
は
相
互
に
矛
満
す
る
こ
と
も
多
い
。
ⅡⅡ

し
た
が
っ
て
、
同
一
の
地
域
で
、
森
林
の
も
つ
似
数
の
効
用
を
同
時
に
発
抓
さ
せ
る
こ
Ⅷ

Ⅲ
と
は
至
雌
の
業
で
あ
る
か
ら
、
地
域
に
即
し
て
必
典
な
主
た
る
効
川
別
に
、
地
域
を
臓
分
川

Ⅲ
し
、
全
綱
の
森
林
が
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
股
火
の
効
用
を
発
抓
す
る
よ
う
に
せ
ざ
為
を
え
Ⅲ

川
な
い
で
あ
ろ
う
。

Ⅱ

こ
の
た
め
に
は
、
各
柵
の
林
業
施
簸
を
、
各
燗
バ
ラ
バ
ラ
に
、
ま
た
総
花
的
に
実
施
し
川

ⅡⅢ
川
な
い
で
、
地
域
的
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
し
つ
つ
、
し
か
も
各
棚
の
施
餓
が
総
合
化
さ
れ
Ⅲ

川
て
展
猟
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
し
。
Ⅱ

こ
の
地
域
政
簸
の
前
提
と
し
て
の
地
域
区
分
は
早
急
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

川
が
、
そ
の
手
法
は
未
開
発
の
分
野
が
多
い
の
で
．
今
後
多
く
の
論
議
を
呼
ぶ
も
の
と
思
わ
ⅢⅡ

Ⅲ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
た
め
に
は
、
盟
寓
な
科
学
的
デ
ー
タ
が
駆
使
さ
れ
ね
ば
川

Ⅲ畑
な
ら
ず
、
こ
の
面
で
空
中
写
真
か
ら
縛
ら
れ
る
情
報
は
き
わ
め
て
菰
要
な
役
割
を
果
た
す
Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
（
Ｓ
）
Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ
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表－2逝府県別撮影｡lf%
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昭和46年度の

森林航測事業の

概要

岡村敏雄(林野庁･31‘両抑）

矢野昶（林野庁・計函郷）

日置幸雄（林野庁・業筋郷）

中島巌（林試･航測研究室）ー

民有林森林測量関係事業

1予算と事業について

l1|“Ⅱ46年度の森林測品事業の予算は, 45年度

にたてた地形図図化の進度を早めた計画に錐づい

て行なわれたものであり． 副喋最にお↓､ては多く

の変化はない。

46年鹿森林測趾事業予算および事業批は表-1

(イ)． （ロ）に示すとおりである。

変－1（イ）

（2）地形図図化

本年度の地形図1列化につ1，ては， 45年度と|『1様

に，長期計画に基づいて表－3に承す逆府県で実

施することとした。

また一昨年より打ち出したスクライプ法につい

て2年間の実綴を見たところ,非術に実施件数が少

ないのはなぜであろうか。作業功程が簡単で今ま

でのように納入の延期も少なくなるであろうし，

お互いに利となるものと思われ，新技術の導入に

ついて稜極的に検討する,必要があると思われる。

（3）事業実行につし､て

森林測量事業は， 、､うまでもなく疎林計画樹立

那業の一環として行なわれるものでああ。したが

って撮影図化とも計画棚立の所定の時期に間に

合うように実施する必要がある。

撮影につ↓､ては先にも述べたように天候に左右

されやすいため十分な注意が必要であり，計画機

関はもとより実施磯関も検磁機関である日‘休協と

-'一分な連携を図りながら適憾のなし､よう措憧され

たい。空三，図化につ､､ても成果Ahが納品期日室

でに納品されるよう計画機関は供爪な実施計画を
たてられたい。

饗｜
騨林測蹴1M

46年度
金額

千円

373,960

45年礎
金額

千円

359,154

備 考

撮影，地形捌
写蕊図複製を含む

炎－1 (P) 46年l螂I唾リド粟予定擶

llli ｣"46年度那莱量

7,237km2

5,705モデル

1,479"780ha

818,214ha

区 分

搬 影

嶺 三

図 化

雄本図腹製

へ

2事業の概要

（1）搬影

本年庇の撮影事業は，表－2に示す14遊府ﾘIもで

実施することになっている。撮影については天候

に大きく左右されるものなので，関係県および'側

係業界の努力により，本年度も東京において4月

13日共同入札が行なわれることになった｡表－2

は参考までに各道府県別実施地区を掲記したもの

であ為。

国有林森林測量関係張業

国有林における地域施薬計画樹立にかかる森林
航測関係予算および事業計画の概要を紹介する。

･･－－．3．一一一
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表－3巡府県別地形脚作成!lド粥
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へ

1予算の概要

46年度予算は表－1のとおりであり．事業雄は

昨年とi'i燦の．搬影2,200千ha. 図化550千ha

が計画されて↓､る。

炎－1 46年度予算（海業蛮）

今ｲl鞭も搬影11蝶実行｣ﾆ特に留意すべき1噸は
次のとおりである。

ア 5月中旬以後の地表の残F1は，原則として

さしつかえないこととする。

イ共同巡紘体制を整え．擬影ができる快晴日
をのがさな↓,ようにし梅雨に入る前におお

かた撮影を完了するものとする。この理由は
次による。

（ア）図化がほぼ完了するので，今後は地域
施業計画樹立のための森林調査（林況地況

判眺）網21職に、主として利用される。撮
彬される時期が4月の新緑のころから10月

の滞菜のころまでにわたる場合，林相判離
（特に変化の評し､､カラーマツ，落莱広莱樹辮
の判謎）に支障が大きい。

（イ） 46年度は東北，北海道および商山地帝
の搬影地域が多b,が， これらの地域は9月

中旬以後に搬影されると写真の暗影部が多
くなり．判読に支障が大きい。

へ

45年度

'喋腫|金緬

辮

区分

搬影

ⅨI化

制。

（”搬影の金額には，ネカ，ポジフィルム，密称引

き伸ばし写其等の成果品を含む。

2事業の概要

（1）撮影?l"

46年度縦影那業は表－2に示すようiこ12地区

が計画されている。

一一一‐ ・1 ．－－．
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区分の調査が多く，広範な地域を面（広がり）と

して調査する場合，紺度上からも能率上からも空

中写真の利用なくしては考えられない。

国有林の図化事業が48年でほ侭完了する見通し

となったことをあわせ考えるならば，今後， より

一層空中写真判読技術の011発， 、|1読器械器具の開

発，および一般化（営林局，瑠弊の現場で簡易に

使える）が望章れるところであり，関係方面のご

指導とご協力をお願いする。

災－2 46年度空中写真扱影訓･画

瀧鵜搬彫地厩名’ 関係倣林局面積|納入期限
km2

4,84810月31日

1，473 〃

lj609 〃

904 "

833 〃

4，601 〃

1，274 〃

1，929 〃

3，574 〃

1，191 〃

1，532 〃

1，165 〃

旭川・北見

札幌

函航

背騨

秋11I

背森・秋川

前鵬

東京

長野

名古屋

熊木

熊木

鮒2大雪1l1

節3浜益

遊楽部岳

卵2下北

卵3藤琴

鮒2神室山

鮒2那須岳

節2久謝l1

浅間山

第3白山

第2大淀川

鮒3日耐

606

6()7

608

609

610

611

612

613

614

615

616

6]7

林道・治山事業

林道・治山事業への各殻の要諦は商まり， ここ

数年来予算・事業餓朧飛鍬的な伸びを示してい

る。そこでこれらの琳業をより合理的かつ効率的

に実施するために，航空写典の活川の必要性が強

潤され，秋槻的な導入につ､､ての試象”提言が行

なわれているが， まだ完全に技術体系が確立され

ていないせいもあってか，試行錆誤の域を脱して

いない現状である。

しかし，航空写其の渦ﾊ1に対する恵欲は強く出

てきており，特に治山那業の場合その傾向は著し

い。ここでは昭和46年度の航測関係のうち治山

事業，林道事業のあらましについて． 国有林・民

有林別に述べて染よう。

1治山事業関係

〔国有林〕 国和林治1l1那業では，昭和40fT'41

年度の治山全体調査（鮒1部治山砿要度判定調

査）に引き続き,、昭和42年度より第1次分を5

カ年計画により同鮒2部の流域別調査一適正かつ

妥当な事業計画を立案するため必要な基礎資料を

収集整理し，各流域の工聯基本計画を確立するも

の－を実施しているが． ‘16年度は第1次分の最終

年度として， 1,500千haの澗査を実施することと

し，荒廃地の判読などに縮尺1万分の1航空写真

を利用することにしている。また47年度より前

記第2部の終了に伴い，塊3部酬業計画調査を実

施するため， 46年度中に各局1地区(2,000ha程

度の大事業地）を選定し， この地区に対し大縮尺

搬影→判読，図化（2,00()分の1）を実施し，あ

わせて調査要領を確定することを目標に準備を進

めている。また一方，叫嘩実施のうえで問題のあ

る箇所に対し，撮影→荒廃地判読→地形解析・地

‐

（2）図化事業

36年度から始まった図化事業は48年皮でほぼ

完了の見通しとなったが， 46年度の図化副喋は表

－3に示すように13営林局で計画されて1，る。

表－3 46年度空中写真図化計画

陸中写爽図化面W(
千ha

lO～20

10～20

～10

～10

～10

40～50

営林局営林局空中写其図化面積

千ha
旭川 50～60

北見 30～40

辮広 70～80

函館 20～30

背聯 40～50

秋In 10～20

前橘 50～60

東京

長野

名古屋

大阪

高知

熊本

ー
近年特社とも図化技術が向上し，安定している

ので．昨年同樺のご配意をお願いしたい。

3空中写真の活用について

空中写其は，広範な森林地幣の各紐の』喋刷･画

調査等に，判読利用されているが，従来はどちら

かといえば， 図化等航測関係の分野での利ﾊIが

大きかった。判読は精度のうえから（撮影縮尺に

も関巡）限界があるが‘現在の判読利用状況は判

談の限界までにはほど遠いものがあると思われ

る。

地域施業計画樹立の林分調査の精腱の向上と横

力化を図るため， 45年に空中写真林分材秋表の作

成要領を定めたが，土壌調査，立地級調査，観光

資源調壷，森林の公益的磯能計量化調査等，地滞

－5－
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質調査などの技法を導入し具体的な実施計画をた

てる予定である。 〔旭川(利尻地区)ほか8カ所〕

特にこの調査は，現在の治山事業のなかで， とも

すれぼ正体不肌ともいわれる予防治山計画に対す

る解明の一猟としてのゑならず将来の治山計画技

術の体系化につながる醜要な事項として大きな期

待が寄せられて↓､る。

〔民右林〕 民亦林治山事業では，治山韮礎洲

壷班業の一猟一保全計画調査一として，撮影，間

化20,000ha, I渕化の修正22,000ha計5カ所

44,000ha, また地すべり防止地域指定に必要な地

域の航空写真の雌入（'1県）が予定されている。

このほか民布林直轄治山事業関係では，札幌営

林局が実施する石狩川地区．高知営林局が実施す

る蒼社川地区の新規の箇所について．撮影，図

化→これに伴う誹細な71櫟計画の樹立が計画され

て0,る。

なお各郁滋府ﾙ↓の一般袖助事業につ､､ても大規

模事業実施簡所の搬影， 図化の計画がそれぞれの

実施機関より出されており． 測逓試験費による実

施について林野庁で目下検討中である。 b､ずれに

せよ治山澗炎，治山計画に対してどのような航空

写典が必要なのか。この間題の解明も昭和46年

度小業の牒題の一つであると考えられる。

2林道事業関係

林適期ド業に対する航空写真の活用は，路線の選

定線形の決定などに大きな効用をもたらせてく

れるが，新しい搬影→図化が設計，計画に対して

さらにその効果を発揮するうえでは，一段の航空

写典活用のための研究が必要であると考えられ

る。しかし現実には， このための具体的な技法は

確立されていない状況である。

〔民有林〕 実施計画のヒアリングにおいて，

聯線林逝につL,ては必ず計画費料に航空写真を添

付するよう談務づけられているため．計画の群査

にはこれを中心に協職が行なわれている。また現

地における設計の段階でも航空写真の活用はかな

り浸透してきた椣様であるが，特に飛躍的な進展

のあとが見られないのは残念である。

〔国有林〕 飼狗林林逆事業においても，現場

マンが設計・調査の段階で紘空写真を利朋一実体

視して，現地の地形を完全に理解する一する程度

で．特記すべき事項はない。

しかし本年度は林業識習所における業務研修の

なかに航空写真科が設けられ， これに対する技術

研修に期鮮が寄せられている。

林道・治山鞭業を通じて．航空写真利川技術の

i汁画的な碓立のためのスタートの年， これが昭和

'1641鳶庇ではないのであろうか，関係者の肌解とｵI

って一九となっての努力が必要である。

試験研究関係予算

林業試験場における研究費は．主として韮礎研

究に対する農林術一般会計による予算と，国右林

特別会計による特別予算，および各部にまたがる

プロジニクI､研究， 他官庁よりの依頼による委i托

研究磯輔を主として成り立ち， それぞれのテーマ

ごとに配布される。

昭和46年度における航測研究室の研究テーマ

は下記のごとくである。

1． 写刈lli:報解析の基礎研究（一般会計）

主として写真慨判読の自動化に関する研究

2． 蝋中写典による森林の多目的利川に関するi側

査法の研究（特別会計）

1N布林綴営計画を案と対する森林調査法の研究

で，主として赤外線カラー写真による林分，柵造

測定と惟移の予測，森林機能の総合的開発を目的

とした経営計画立案基礎資料の調査法の研究

3． 材秋ならびに成長獄測定の基礎調査

（特別会計）

航空写真材職表に関する研究，地位指数調恋法

に対する標本調査ならびにステレオグラム利用の

研究， の3巻が主体であり，その他プ戸ジェクト

研究の「亜商山天然林施業法に関する研究」の一

部を分担， また新規テーマとして「熱滞林調査法

に関する研究」が出されてし､る。

これらのうち現在（4月12日）予算が確定して

いるのは（2）だけである。

研究室予算は農林水産技術会議，あるいは林野

庁と砲結しているのではなく、配布されたものは

場内．さらに各部内での再調整のうえ，共通笹理

淡等を除き各研究室の人員その他の実情に応じて
配分される。（1）についてはこの操作が未了であ

り(3)以下についても，測定研究室ほかとの共同

ー

今

－6－－－
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クト研究分担費があり総計約400万前後であろ

う。これは例年ほとんど変わって↓､ない。ただし
林業試験場においては臆かに防災，土壌等の各部
にお↓､ても空中写真利用を行なっているので，当

研究室分の率が空中写爽利Ⅱ1に対する研究費では
ない。またたとえば当研究室で作業を行なってい

る科学技術庁予算の「遠隔探迩法による生活潔境
保全に関する調査」の予算は上記総額に匹敵する
ものである。

研究であるのでその配分が未了であり例年決定ば
4月下旬となる。したがって以下ば②を除き予
測の概数である。

（1） 約45万

（2） 274万（確定）

（3） 約30万

WI･約349万

ほかに委託研究費20万，機械整備役58"(X

Y濃度記録計購入予定）そのほか若干のプロジヱ

】ⅢⅡ’
』
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三

薑冠によっておお‘

言が，空『'1写真上
＝

ZNo.8に脱明し
＝

三ことができます
三

薑しながら疎密度
三

書式図と写真像の
‐三

皇わけです。目盛
＝

三のロ疾分によっ
三
三
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言
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＝

＝

＝

言
＝

三
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冠疎密度測定(1)

今凹から樹冠疎密度の測定に入りま爽樹冠疎悔庇

は樹冠測皮とも呼ばれ，区画の林地而職に対する樹

によっておおわれる地表部分の面闘率のことです

，空『|,写真上では，樹冠疎密度板（本誌，器材敦電

〕､8に脱明してあります）によって簡雌に測定する

とができます。すなわち，写真を立体鏡の下で観察

ながら疎密度坂を写真上にすべらし，樹冠配股の椣

図と写真像の密鹿の一致したところの目蝋りを銃む

’けです。目盛りば10%単位でつ､､てい藍すが密度
、唆分によって5％単位まで測定することかでき

喚密
％
疎
加
詣
卯
５
扣

冠
一
樹ますゆ

鋪1回目は測定しやす

､,ように，針築樹に限っ

て練習してふましよう。

写真はちょうど冬の写真

なので広菜樹はすべて落

葉してL､ますからこれは

ないものと考えて実施し

分

一
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

体

て下さい。筆者の測定値は表のようになりました･

へ
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北海道林務部における

電子計算組織の概要

Ⅵ
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’
二
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林
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一

中川 溌

欝長光彦
(北海遊林跡部・森林計画課）

－2－

4－2林迦l喋柵:肌業務

このシステムは，林梁の経営離盤である林逝の

実態および冊設後の経過蝉を電子計卿機に記憶さ

せ，林遊路網に関する将理台帳を作成し，林道事

業および林業経鴬の円滑な推進を図ることを目的

とする。調交の対象となる路網はすべての林遊と

森林に関巡ある公道である。 ‘

入力作業は路線通過位泄・スケアー対応調査票

に路線番号路線名，路線通過スケアー(1/16S

Qを川いる）接続路線番号，施設の嬢能状況，曲

線半径，勾配群を施業図，航空写真，設計図書の

利用や現地調斑などにより記戯する。このほか路

線移励状況調炎票，路線珈業内容調査票，路線施

設内容調査県を入力帳票として．林道マスターテ

ープを作成するとともに幡理貰料一災害経過表，

施設内容分析表，林遊小業実紙表,林逆萩本台帳，

その他一を出力する。機械処理が経常化ペースに

入ると，林逝マス久一 『-----------司

ｒ

Fﾆﾆﾆ
! |柵助
I』

l i f算

|通り塑
L･‐
ー一一一一一一

金巾鮒｜ ソ↓

の執け！
↓

鋤算十曙

ー

一一一一ﾛ■■一一ー＝ー■■1■■一一一一一ｰ‐一~ー■

図－5治山業務関連図

帳椅理業務は，事業が実行に移されてから竣工に

いたるまでの経過に関する諸データと，竣工した

工事の内容およびその後の経過や管理に関する諸

データを, EDPSに入力し笹理台帳を作成し，管

理貴料の情報源として活用する。

①の治山鑑本刷画業務は山地の荒廃の実体を環

境諸因子との関巡において把握し， データの蓄秋

をはかると同時に，龍廃の発生の因果関係を分析

し，治山施設計画， ％廃予測，投資効率，森林の
施業方法など総合的な治山行政資料を枠ようとす

るものである。

ｌ
１
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
』

と森林資源マスターテ

ープなどとのつき合わ

せで，林逆投賞効果を

毎年検討することも可

能となる。

4－3治山業溺

治山のおもな業務サ

イクルは図－5のとお

りで，①，③に関して

は現在EDSPにより処

理しているが，②，④

の事務は47年皮以後に

システムの分析，設計

の予定である。③の台

今

入"-,E璽司一

則
甑
折

処
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恥
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■

各

Ｄ
計
蝸

Ｅ
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．』,ろ緊馳

図－6治山別･画梁務システム卿
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2）繭畑生産播理

造林事業の一還として苗木の計画生雄体制の確

立を図るため．苗畑生産韮雛の現況，苗木の生産

量および品質の把握, IVi木の流通状況を把握する。

さらに品菰系統管理を含めたシステムが今後の検

討課題である。

3）人工林調査

人工林の生育状態を把握し、森林の環境誠因子

との関連を分析することにより．地位の判定，将

来の収穫予想，施業方法等の酷礎yr料あるいは適

地適木の選定などの判定賛料とし．人工造林の推

進を図ろうとするものである。

これは林況のほかに瀕境諦因二I豊として凱象．土

壌地勢、 ‐ド咽植生ある1，は聯林の偲有・被沸な

どの施業経過成紙現況などを1/64SQ(而祇

0.0625ha)をlii位として洲礎し, EDPSにより人

工林収穫予想，現境因子と成紬，樹棚選定分析．

地位判定分析等を行なう。45年庇で人力作業を終

えたので． 46年膜より本格的な分祇

作業に入る計画である。

4－5林産業務

この業務のシステムのねら↓､は林

;繍鱗議灘
、､、林産工業の近代化，林産物流通

体制の整備木材稀給の安定など林

産業の振興を図るための悩報源とす

ることにある。

処理は

a・山地荒廃澗迩野峻

b・荒廃地面秋・スケアー対応調査票

C.治山セル・スケアー対応而職調査票

を入力帳票として治山マスターテープを作成し，

流域櫛理分析表，荒廃分析表，荒廃現況表等を出

力する。

治山関係システムの完成までには多くの検討を

要するが，概略は図－6のごときものであろう。

4－4造林業筋

このシステムの目的は，造林那業実統の正確な

把握と分析，公平な補助金森定を行ない． さらに

優良靴iViの確保と柵給の円滑な実施を図り．造林

成紙の向上と計画造林の樅進にyrするとともに，

伐採・造林照査業務（前号4－1参照）と関連を

図りながら総合化の一役詮になうものである。

機械処理の行なわれている那勝は次の3?IF務で

ある。

一

造林竣正

桧壷肝峻

逓神地
スケアー

対応災

昼

図－7造林TI|＃梁幡理のシステム図

1）造林那業管理

造林実紙の把握と分析．造林袖助金査定な

建｢髄評論薔卜

｢撫騨|－ , 灘郷蝋“

｜蝋⑧

縦録中

漁漁

製材L賜

勁態調査票

どを行なう。この処理は

a.造林竣工検査野帳（伐採・造林照査と

併用）

b.造林地・スケアー対応調在票（伐採・

造林照在と併ﾊI)

を入力帳票として森林所打者マスターテー

プ．森林資源マスクーテープなどをつき合わ

せ，造林-マスターテープ，森林所有者マス・タ

ーテープの吏新を行なうとともに，各種資

料一造林補助金査定澗醤，森林保険証書，各

種造林実紙表等一を出力する。 図－8林産企業体鯛推システム脚

－－－－9－-一
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入力帳票は

a.壷録申諦昔

b.製材工場動態澗迩黙

の2繩である。

aの申請磯は木材業者避録条

例による登録』1噸とあわせ企業

体の経営内容を調査する。

bの動態調査票は各企業体別

の入荷、生産，出荷，在荷聯の

動態を把握するのがネライであ

る。

a、 bを入力帳架として、各

孤資料一梼埋ﾙI企業体現況変，

林産企業体勤態照査表，林産企

業体現況表，林産企業体従!IWf

分析表林業機械分析表，索材

生産分析表，素材|脚入1I1:分析

寅源調鐸
(B票）

資源調壷票
(C )

l緋墨スヶア
対応票

資諏輿露
(A¥)

I EDPS I

｜ 製認紀鎚 ’｜ ’
－－日P

r哩些’
l Ei〕PS I

｜ ’ 今

｜
団

|纈鮒’
M((五・符珊
(1年ｻｲｸﾙ）

図－9
表，その他一をアウ1, ．プット

するとともに各一等スターテープの災新を行なう。

4－6道右林野4喋綴蛍計画細成業務

北海遊民右林239万haのうち，北海通有林野

事業の管理而就は全遊各地62万11aにおよび18

の経営区に分けて袴理・経憐を行なっている。遊

右林の経営計画も．一般民布林と同梯に．毎年3

～4経営区ずつ綱成を行なってG､るが，現行制度

においては賎大5年の綴成年度のずれがあり， し

たがってこの経営計画を蝋として行なわれる全近

的な各毬の計画・事業の立案にあたっては各経営

区の計画あるいは実行の澗縦をしなければならな

い。輩た5年に一度の細成澗迩においても同じよ

うな調査を敢遡して行なったり，新たに編成しな

おすなどの無駄があった。 （これらのlllj睡点は一

般民有林の場合でも同じである｡）

この経営計画綱成業務のシステムのネライは，

髄子計算機の活川により，上記のIIIj剛点を解決し

'8経営区の織獅1画綿成を一斉に行な↓､，全経営

区を一線に並べ，計画と実行の合理化を図ろうと

するものである。

経営計画一汗綱成の前段として． まず森林貸源

一汗把握の作業は

a森林資源調査票A蕊天然林等の内容

b 〃 B票･･人工林の内容

涜源の現況把握および照壷システノ､図

c 〃 C票･ ･成焚率

dスケアー林小班対応而秋調盃票

の入力帳票によりEDPSにより，スケアーj椣位に

賛源内容が記憶された貸源マスクーテーブが作成

され．各穂の資料がアウトプットされる。把握さ

れた資源現況をもとにして． 45年鹿に一斉綱成が

行なわれ，46年度より計画，実行，照査の機械処

理のサイクルが本絡的にスタートする。

森林資源の照査は，伐採・造林，売間による林

地の移動，保安林の指定・解除などに伴う変化

は，その関係スケアーと点数，修正前の林小班，

作業種・史新樋さらに発生年・樹抓をキーとして

1年サイクルで修正処理が行なわれる。また蓄秋

成長品も成長率テープにより毎年災新され，全経

営区の最新の現況が、 同一時,蝋でとらえられてい

く。 （以~ド次}].）

今

誤植訂正

3月号に誤植がありましたので，撒んでお舵び

申しあげ訂正いたします。

○P、4（例1）とP.5(例3)の間の熟入れ勝

える。

OP.17右1行目，下から5行目 IMI懇→棚離
OP22見出し非凡なる風樹→非凡なる凡樹

-10-
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つとも適応した搬影珪線比の提唱を行なったもの

である。1944年には，スイスのチューリッヒエ科

大学の写真測戯教室では,Mr.Thalmann,Degen

が歯科添正学の診断のためにフランクフルト平面

に定位した顔面のコンクー図を作って､､る。その

後各国でそれぞれの方法で顔や人体の写爽測吐を
行なっており, Mr.Savalaは1965年にケルシュ

図化機で5mmのコンター図を画も,ている。

日本では1959年に群蒋が東大インド史蹴総合調

査団の1人として参加し， インド人の顔を小型の
ステレオ・カメラで搬影して帰り, IXl化したのが

最初であろう。その後，東京歯科大学の羽孤研究

室では，補綴学の研究のために顔面と猟の実体写
真をとるｽﾃﾚｵ･ｶﾒﾗを製作し,顔や瀕部の

コソター図を作って歯学の分野にⅨく写興計測を

利用しておられる。また1964年ごろに辨潜はJUI(

芸大の中教授や東大医学邪の解剖学の寺旧助教授

とともに女体の乳房の発育を写典測批の方法で調

査を行なった。この研究が契機となり，人間工学

や，服飾学の方面でも実体写真を利川する逆が開

け， ワコールその他の服飾専IIlIメーカーでも自分
の所で，ステレオ・カメラをもって撮影し，測巌

会社の協力を得て計測を行ない，衣服のデザイソ
の自動化を行なってb,る。一方，お茶の水女子大

学でも早くから，実体写真の方法を人体計測に利

用し、衣服のデザインの自励化をはかり，当丸安
研究室の協力を得て，新しい測定の方式を打ち立
てられた。東京医科歯科大学では， 歯学の口腔外

科の大橋先生の依頼で，眼球切除手術を受けた患
者の顔面の変形度を写爽測逓の方法で実施した

が， こうした医学面への大規模な堺典測戯の応川
は初めての試承であろう。

このようにして，実体堺興測胤:の方法が人体計

測に利用されるようになり， いままで定性的に，

また惑によって判断されていた小がらが，計測の

解析結果の根拠にたって判断できるようになった

ことは大きな進歩といわなければならない。写興

測量の方法は前回にも述べたように， 後日必要な

ときに撮影時の被写体を3次元的にil"lしてチ露

ツクできるという利点があるばかりでなく、被写

体に直接触れることなく，短時IIIIに作業ができる

こと， また相手が動し､ていても搬影し，測定がで

Ⅱ

l叩叩IIIlIIlIp 91IlⅢ

応用写真測量の

最近の動向（9）

一人体の写真計測一

丸安隆和

大鳥太市
("京大学生産技術研究所）

三二

td

9． 測定の応用例（その5）

9－1． まえがき

いままで紹介してきたように，写瓦測:蹴の技術

は， 、､ろいろの力1niに利ﾊIできることがわかった

はずである。その'一つとして，股近人間工学の瓶

から， また人蝋学_1基の点からあるいは服飾学上の

面， さらに医学上の点からも，従来行なわれてき

た人体の直接計測の方法よりも写興計測による方

法があらゆる点ですぐれてL､ることが認識されて

きて．各方面に利川されてきてL､る。

この方法は，外国でも相当に古くから利用され

てきており，その股初としてMr.Angleが1907

年に彼のテキストの中で，歯科診断の際に顔の形

態の鼠的評価の正典性を絵入りで説明したのが最

初であるとし､われて､､為。その後1926年にMr.

PauISimonが写真を使って顔而の形態を記録す

るシステムを提案して↓､る。ただし， これより以

前の1922年に実体写典測趾の方法を医学と歯学の

分野に適川する可能性につ､､ての提案がMr.

Bannsbachによってなされている。Mr・Simon

は医学で今日使われているフランクフルト・ライ

ンに対応する，歯列嬬正角の診断によく使われる

シモン平面を提衆した人である。夷|蕊に人間の顔

のコンヅー図を剛いたのは， わたくしどもの写典

測蹴界でも右名なチューリッヒのZeller教授で

1939年に行なっている。これにはスイスのウイル

ド社の40cmの雑線のステレオ・カメラを使って

おり，図化はA5オーI､グラフが使われた。1947

年にM1･.Salzmannという人が42～125cmまで

の間の対象物を撮影できる標準化の方法を提案し

ている。これは両カメラの距離と被写体までの距
離の比が,実体視や測定構度に影響する点から,も

一

‐

－11－
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きる等のために，いままで考えもできなかっ

た利川面が今後さらに広まってくるものと考

えられる。

9－2．測定の実例

9－2－1上顎癌憩者の顔1niの変形測定

東京医科歯科大学の口腔外科の依執で上瓢

癌の患者に対して顔面の変形測定を琴典測1II

の方法で行なったもので，わが樹でも初めて

の新しい臨床医学への応用として注11されて

いる｡

この患者は写輿1に示すように, 418才の男

性で昭和37年11月，ある大学の耳鼻科で上

顎癌のために上顎切除手術を受けたが，その

際に眼球摘出手術も同時に行なってL,るので

顔面に強度の変形が起こった。そこで昭和39醜血に強度の変形が起こった。そこで昭和39

1

図

『

《
一

邪真2 写真3

年5

月に東京医科歯科大学にその麺診を治療する目的
で来院した。 しかし●人工皮膚を作り・人工眼を

作るためには，その餓面の変形度を等高線図に画

き, 1E確に現状の顔表面の形態をつかむ必要が生

じてきた。従来の方法では単に感にたよ‘り・ こう

した形状決定には， なんら科学的な方法がなされ

ても､なかった｡

ステレオの写興撮影が，われわれの研究室で開

発したII.S.ステレオ・カメラを使ってなされ，

納樵万能実体例化機A7オートグラフを使って顔

ldiの聯断線{列（雛1図，雛2図）を描↓､た。この

測定結果に雄づき， 人工皮間と人工眼を作るため

の曲蜘堀|●画がたてられ， その変形度にあわせて､

人工皮1脚のシリゴンラバーを作り，ふたたび実体

写典を搬影し,その写立より再度計測を行なった。寧真1

へ

!鈍'〔2，写真3は石膏により忠若の顔面の模

型を作り，狐盈の観点より検討を行なった。
最終的な顔而変化獄の測定は，グリッドの交

点の3次元の他を直接図化機より測定し，そ

の値をオン・ラインでテープにパンチして計

算機にかけて計算した。

9－2－2人体の測定

人体は複雑な1111面をもっており．そのうえ

勤作によって，耕しく変化する。人体の大き

さや形態をとらえる方法として，現在行なわ

れて､､る方法は，人体計測器具を用L､て実測
するか，単写翼によって人体のシルエットを

数斌的に把握する方法が行なわれている。こ
れらの方法は，人体のある2点問の距離や体

曲

ノ

夕

’
－

鋪1図 鋪2図

－12－
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辱爽4鋪4脚"3M

準の体型を決めあには，写真測撞は

非術に有効な方法である。

第6図は，人体淡而を幡子状交点

の三次元他の典合と考えてデジタル

の値を計算職と自励製図槻を使って

画b､た等角投形図で，写真4はそれ

を繊影写翼の中にモソダージュした

もので，級なの体斐而の動きをとら

える方法としては新しい考え方であ

り，電子計算機と製図機を組皐合わ

せて短時間に被I1M柵成の比較や選択

の判断の思考作業を行なうことがで
きる。

ノ
し

匙
～

／
Ｌ
１
‘
Ｖ
ｒ
ｒ
ｌ
■

６
８
日
日
日
０
口
肌
仙
，
’
Ｉ
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ｊ
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ｌ

鮒5図 節6図 9－2－3歯科袖綴学への利用

東京歯科大学の羽殻教授は， ここ

表に沿った長さおよび人体のシルエッ l､はとらえ 数年来歯科柿綴学_この立場より，写典測賦の方法
ることはできるが複雑な曲面をもつ人体形態を腓 によって，顔貌の純だのH1の変化や珊齢的変化，
細に把握することはできない。写其測m:の方法城 歯列との関係，義歯の顔貌に及ぼす変化を調べて
2～3方向からのステレオ写真を同時搬影すること おられる。そのために零瓦5に示す特別のステレ
により．複雑な人体表面の計測が図化磯によって オ・カメラを製作して髄との顔柵の測定を行なっ
実体的に搬影時のモデルを再現しながらなされ， てL､る°カメラの焦点距離は，左が84.62mm,
任愈の断面を測定することができる。第3図，節 右が85.21mmで．絞りf=2.8,両レンズの問
4図は人体の測定例で女体と男体の表面の竿流線 隔は149.55mm,画角は55．である。写真6は
岡を示しており、第5図は．片手をあげた場合の そのカメラでとられたステレオ写其を示してぃ

人体表面の変化を等高線の形で示したもので．体 る。第7図は一組の入れ胸をした場合の顔の断面
表iniの変化の微妙な差を解析できる。これらのデ 変化を示している。
－荻を使って人間工学上の立場より，衣服をデザ 9－2－4スエーデソにおけ為顔iniのふくらみ段
インする際の右効なデータを得ることができる。 の測定

数多､､人体の測定結果より，データを難戦して猟 スエーデンでも早くから郷A1計測に写真測量の

戸

－13－
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漣．jX
⑥ 墨

訓 《
昼

聯翼6

写典5

技術を利川することが M 30－

行なわれており、 1949

年にストックホルムエ

科大学の'､ラート教授

の指導で行なってい R

る。ここに紹介するの

は，スエーデンの国立

歯科大学で歯の手術後

の顔面のふぐら承雛を

20

０
５
０

１

、

一s÷ －－▼

釦

20鰯7図
手術前の顔面と比較し

てそのふくら率品の変化の髄を測定し，回復の度

合のチ棗ツクに使っている。搬影のためにウイル

ド社の韮線40cmで無点距離90mmのステレ

オ・カメラが使われた。旭岩とカメラの距離は80

cm，乾板サイズは6.5×9.0cm,乾板はアグブア・

ケバルトのスーパークロームを使っている｡測定

はウイルド社のA5,A6オートグラブでなされ‘

コヲデー社のプラニメークーにより測定図より面

秋を測定している。脳者は同じ状態で撮影できる

台上に顔を固定するkうになっており，韮準点は

3点写真上に写しこまれるようになっている｡

第8図はいろいろの忠者についての同一秘類の

手術を行なった場合のふくらぷの変化の状態を示

しており．太線はその平均値である。忠者によっ

ての差異がよくわかり．症状との対応により臨床

医学に貴重な磁料を提供したとし､うこと．が論文に

記されている。

０
５
０
５

１

－

~

"81"

･々 ☆玄

☆ ☆
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1 111くずれの発生磯榊

l11地での土砂磯の移動を促す力としては､､ろ↓､ろあげ

られるが，ここでは股も一般的な水の作用に注目して慨

説を行なうことにする。

物体が繊斜而上を降下しようとする場合，その要因と

しては，鮒1図に示すように，主ず，斜面上の物体の菰

m(W),斜Iniに沿った虹力の分力(Wsin(r)．それに抵

抗する摩擦，つつかえ締の役目を果たす支持物体の有無

等が取り上げられる。これらの要因を111くずれの発生に

結びつけてl"l!してみるとおおよそ汰のとおりである。

(a) 爪趾･…斜miの騒慌なj隙燗の上をおおう軟賞
の土砂礫，もしく肱瓜化晒の趾，それと，そこに染

まって戦filW内に加わる水の戯。

(b)砿力の分力･ ･ ･城斜角の正弦に比例

(c) 内部摩擦･…土砂礫，瓜化層の粒僅組成が関係

し，角礫側のものほど摩擦が大きく、細粒質，粘土

質のものほど摩擦が小さくなる。

それと，その胴内腱染まる水の獄が関係し，水が多

趾に加わるほど内部摩擦は低下して↓､く。

(d)外部彫擦･･･ ･箭蕗面（主として韮岩面）の粗度

と．土1I|』の不透水屑上に鯉まる水の量が関係する。

（不透水胴の戒上卿が，水で飽和されると，その層

が流動しやすくなり，滞落を容易にする）

(e)支排体の布無…急斜面上の不安定な物体も，

その鵬部が別の安定物体でささえられている場合は

ルl壊しにくいことになるが，逆に，これを喪失する
と非』淵に〃似しやすくなるはずであぁ。山くずれに

対す嚇支将休の喪失は，地形的に次のような場合に

現われている。渓形優食，ガリ侵食，人為的切り取
り，下位斜miの崩測川析，峰雨時に上昇した地下水

流の地表流出に伴う任食‘地下水流の喰出破壊“
1図(2)(3)仏)）

以上の4Fがらを．地形の状況（地形要因）を通じて判

説することが可能なので，これを瀧理しなおして蕊ると

次のように示される。

イ．傾斜角=111力の分力を指標する。

ロ．斜而形区分＝斜而の凹直凸区分とその間の曲率，

それに恢斜区分，地髄区分を供剛することによっ

て，堆職用もしくは風化闇の性質と規模（厚さと広

がり）を推定し，さらに地表水，地中水の錐まり

方，動き方を推定しうる。

ハ．凸形の倣斜変換点（鰯1図(2))＝切り取り類似の

斜面下端の支持体喪失個所を指標。

二. 1111形の傾斜変換点("1図(3) (4))=地下水流に

J:る流川破j側が，雌も容易な地点。
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治山調査と地形の見方

（上）

竹下敬司

（冊岡兆4林試）

I 治山のIj的と対蛾

治山と、､”『蕊を端的に解釈して承ると． 「山の表面

をおおう土砂醸の動き．典体的には山岳斜面から渓谷に

かけて発生する111くずれ，土石流，土製侵食等をコント

宮一ルすること」と変現することができよう。そこで本

文では治111と地形との関係を．直接，山くずれ，土石流

等と地形との側係としてとらえて，その見方を検討して

染たいと思う。

われわれが，地形を一つの広い悩報として一雛化しよ

うとするとき．その手段として等高線地形図を利用して

いることが多い。一方) 111くずれ等の現禁と地形との関

係につ､､て解脱を求めようとする場合には，写真やメケ

ッチに描かれてい為斜1mや渓谷の特徴を見，それらのど

の地点にどのような状況で山くずれや，土石流が発生し

ているかを,偲めて，脱明を納得するのが醤通である。こ

のように，写典やスケッチでイメージアップされた知‘蛾

を，地形図上にW現して検討を加え，これをもとに，未

知の地点でのIMI|題をも地形図上から類推しようとするの

が治山測洗の大きな目概となっている。

ここで，スケッチや写典で標識的に取り上げられてL、

る地形の特性が，利川しようとする地形図上にも正しく

表現されてし､る力･どうかが問題となってくる。しかし，

残念なことには，現在の地形図では，これIこ答えうるだ

けの精度のものが作成されてL,なL､のではないかと危慨

されているのが災柵のように感じられる。

そこで，本文では，山くずれや，土石流と地形との微

妙な関係1こつt､てその擁描を述べるとともに，特に，そ

れが地形図上でばどのように表現されて↓･なければなら

な↓､かに，政点なお､､て記述を試欺たい。なお，内容を

主として山！〃斜面の地形に側述する山くずれと，渓谷の

地形に関巡する土石流との二つに分けて記すことにし，

また，話を師iliにするため，山くずれ等に対する森林の

影郷紳はここでは考えないことにしたい。

‐

今
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と糸永される山くずれだけをとっ

ても、たとえば35.から45.の間

に発生する等，最小傾斜と最大顔

斜の開きは，全殿で35．，同一型

につ､､ても10.径度の幅を示し

て．必ずしも厳密な値とはなって

↓､ない。したがって，こと崩壊角

に関する限りでは，地形図に若干

の糾雄があ･っても許容される性協

があり‘前記のような図化上の欠

点も，縮尺によっては（現在では

3,000分の1以下）無視しうる結

果となって↓る。

しかしながら．傾斜角は，崩壊

に関係するごく一部の要因にすぎ

な↓､ことが最近次鋪に明らかとな

ってきており，現在では，傾斜角

以外の要因が亜視されて，地形図

につL,ても，より微妙な表現を要

求されるようになってきてL,る･

Ⅳ斜面形と崩壊

地表の埜岩は，絶えず外界から

の風化作用を受け，長年月を経過

すると，やがては，礫，砂，粘土

と、､った細粒物質で，その表而が

匡司

卵1図 といった細粒物質で，その表而が

永山ヒダ1ul部一強附時に地炎水が典|I1｣して侵食群を おおわれるようになお。 I]本のような森林値生の発達す
形成し，両側に広がる斜而の韮部を喪失させる｡ る湿潤気候下では；山地の忽斜而上でも，土砂礫の堆破
M傾斜角と崩塊 趾，あるいは，風化脳の発述趾が，これを運び去ろうと

地形図上での傾斜角の値は，輔商線の間隔で計測され する表而的侵食厳を上回って，年時とともに土層や風化
る。ところで，空『|'写其をﾉl仰て等商線図化を行なう場 敬質用はその臨さと広がりを紘大しているのが普通であ
合，忠実な操作によって側られた機械原図は，各等高線 る。そして，この脳が，ある限度以上の規模に達する
が，かなり不規則な形状と配列を示しているのが普通で と， これをささえて､､る地山や周囲の砂礫との間のバラ
あるが，多くの場合， この不規則性が，そもそも壊械操 ソスかくずれて〃l壊することになるわけである。
作の識差によるものか，それとも地形そのものが不規則 ↓､ま，鋪間線の形状の凹凸から斜面形を判別して崩壊
なのかの吟味がなされ廻童ま・弛図にまわされ，あとは との関係を調べて熟ると，崩壊はそのほとんどが凹斜面
もっぱら・整図新の綴験的主観によって，等高線の形状 か，凹斜而の周辺に広がる直線斜面に発生して↓､ること
と間隔がスムーズなパターンになおされて．清描されて が認められる。ところで，このような凹直飼而（25｡～
いることが多い.こうである。この結果，等高線の小さな 60･)は．通附の山地に50%以上も分布して↓､るのが普
凹凸がならされて・傾斜は現実の地形よりも幾分ゆるく 通で，これに対して，現実の崩壊はよほどの激甚地でも
菱示されることになり， しかも，各等高線間が均等化さ 10％醗庇しか発生しておらず，同じ凹直斜面でもなお
れるため，賦斜は， ノル部的た緋性を失って，平均化され 40％以上はⅢ'lj側に無l料l係な斜iiiとして存在しているこ
たものとなって表示されていることが多い。 （第2図） とを物諮って↓､為。すなわち, jitなる等高線の凹凸の判
一方，実際に発生しているI11くずれを，傾斜角の面か 説だけではﾙI蝋との側巡を脱ﾘjするのには不足であるこ
らとらえて蟻ると．あらゆ為型の山くずれを，ひつくる とが理解される。
めた場合には25･から“･の範囲で，また,ほば同一型 そこで，まず綿間線の凹凸をさらに精細に区分して．

－16－
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厚く， しかも広く堆蔽しても、る蝋満な凹斜面と同じ表現

となり.その間の特性は識別しえな↓、ものとなって、、

る。

一般の林地での崩壊は少なくとも,M7m,斜而蔵

1㈹m響'厚さ0.7m以上の規模でないと発生しておら

ず’さらに，それを発生しうる臆どのjli位斜而は，縦枇

でそれぞれその2倍以上の規摸を必要とするのが普通で

ある。したがって’ 10～15m以下の|川踊密度で，上記の

ように不規則な凹凸かある斜而では肺雌が発生しIこくく

なるのが当然であり，この微細なIM1凸をならして，きれ

いな等商線図を作ったのでは，治山潤在を目標とした地

形図としては不合格といわざるをえない。

次に，斜面の凹凸を等商線の形状だけでばなく，綴断

形の凹凸で検討して象よう･庇慨的には’等間線が凹形

を示す個所では,多分縦断形も凹形’逆に，凸ならば凸

だろうとL、った，密接な関係を想像しがちであるが，現

実の地形では等高線は凹でも縦断形は凸と1，つた逆の例

も決して珍しくない。

山腹崩壊の発生個所を斜揃の凹凸に結びつけて調査し

てぷると，その90％以上が縦断形の凹形個所に関係し

ており， さきに述べた等商線の凹部よりも，一層密接な

関係にあることが認められる。

一般に斜面上の移動を力学的に検肘する場合iこは，縦

断形との対応を考感するのが艦木となっており，鞭夷

山厩斜面上の侵食堆穫が,縦断形に現われる「顔斜」と

「傾斜の変化率」によって説明されることがわかってき
ている。

したがって崩壊地の発生を検討するためにも，当然縦

断形の形状をもとにした方が，便利と考えられるのであ

ぁが，等高線図上での縦断形の緩忽凹凸の判別は，これ

を直読することができず’もっぱら隣接すあ等高線の距

離でなさねばならないところに困雌性がひそんでいる。

地形図に関する具体的な小例については，さらに精細

な縦断変化を内容とした次の価斜変換線の頂で述べるこ

とにしたい。 （銃く）

(1) (2）

（4）(3）

~

鮒2図

（1）凹而の曲串が著しい場合

（2）雑辮があちこち$こ凸出する場合

あるいはガリが散在する場合

（3）小Ⅲ鯉が散在する場合

（‘1）比較的厚い土壌におおわれる勘合

あるいは上記の等高鍵をナラした場合

この間の結びつきを，より的確に捕えることを考えて象

よう。

一般に凹斜而には土砂礫の堆蔵が厚く，しかも水も錐

まりやすぐなって↓･るため，当然崩壊も起こりやすくな

るわけであるが，すべての凹斜面に崩蒋するほど厚い砂

礫が分布していぁわけではなく，その凹IMI|面の1I11串が州

題になることが多い。すなわち，曲率があまりに耕しい

個所では，地淡水の築中度が著しいため，そこの砂瞭は

'11塒的な降水によってもたえず侵食されることになるわ

けで，その地点と，その周辺が，一見凹斜而であっても

“2図(1))，潅外に土砂礫が薄く， したがってm鯉が
発生しないことになる。

また，全体的には凹面をとってし､ても，その間に，小

さなガリや，小崩壊の跡地が散在したり，あるいは，艦

岩があちこちに凸出したりして，斜面が小さく分断され

ている場合には崩壊は発生しにくくなる。この柵合の等

測線は，厳密には曲率の著しい小さな凹凸の錐合で示さ

れるはずであるが，図化操作の過径で生ずる機械振れと

融別がしにくいためか“2図(即(3)，ともすると製図
段階で，この微妙な凹凸パターンがならされて鮒2図(4)
のような図ができ上がることになる。これでは，土砂が

一
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ウルの市内に入ると，わずか2年の間に, L､ろん

な新しい辿物が完成したのが眼につき童.すも中心

部にある国営の半肋ホテルに入って，ひと菫ずゆ

っくりと休むことにしました。

× × ×

いまから2～3年前に，韓国にも民間の航測会

社が設立されました。この設立に際しては． 日本

の八州測吐K.K.¥,東洋航空珈業K.K.などの

人たちの協力や援助があったと聞いてし､ます°そ

のためであろうかと思いますが，八州測鐙の西村

社長をはじめ， 2～3の人たちが訪韓されたこと

を．叩いた記惚があります。しかし当時の詳しい

いきさつについては，わたくしはほとんど知りま

せん。

その後何らかの1術で経営者が交代されて， わ

たくしが訪問した時は，新しし､若い経営者に代わ

ってからだったわけですb

官庁街に近い便利な位股にある7階建ての新

し↓､ピルの3フロアーを占めています｡エアロコ

マンダーとパイバーアパッチの2機の撮影機を持

ち, RC-8の新型カメラを談んでいます。コマン

ダーには， カメラのほかにドプラー装臘や． ・マグ

ネットメーターも装腫されていて，尾部はマグネ

ットメーターのために細畏く突出してい叢す。図

化機はA-8, B-8のほかに，ケルシュプロッター

や国際航業で|ﾙ1発された岡際ブ悸ツターなどがあ

ります。

× × ×

ご存知のように，郷国は南北に分かれ． ､､わぱ

准戦時体制にあるために,空中写真の取り扱いは，

きわめて厳破な職理のもとに行なわれています。

空中写其の持っている悩報の質と量から考える

と，至極当然のことといえるでしょう。

撮影が終わって仮焼が終わると，束の悩報将校

の検衰があります。11球施設や亜要施設などは写

真上から消し去られます。プリントの上では所全

に黒塗りの所が出てくるわけですも戦前，戦時中

の日本で，皇居の部分が無く塗りつぶされたのと

同じです。

× × ×

民間会社に発注され為航洲作業も，年点増加の

一途をたどっています。溌近開通して話題となっ

日本に一番近い外国。 ･羽田からジェット機で2

時間足らずの距離。今ではフニリーポートで，車

といっしょに気楽に行ける郷国は， それだけ多く

の人が旅行し，それぞれ変わった見聞記も発表さ

れているようなので， いまさらここで紹介するま

でもないと思われます。ただ．わたくしたちの仕

事に関係のある測爺の分野については， ほとんど

見かけないような気がしますので．わたくしの見

聞したことを． 少しばかりお知らせしようと思L、

ます。

× × ×

わたくしの郷闘訪問は，昭和44年の春と，今

年の3月との2向にわたっています｡股初の訪問

は．わたくしがアジア航測K.K.に勤務していた

時のことで， これは祉命による出張であり，今年

の2回目の訪純は，すでにアジア航測を退社し，

自由業と↓､う人生初めての職業を経験してL､る般

中のことで， まったく個人の賢柘での旅行です。

したがって何の拘束も受けない第2回目の旅行を

中心に話を進めることにし童しよう。
× × ×

KAL"国航空）のジ曇ツトが金浦空港に到着

したのは，すでに夜のことでした。昼間であれば，

空港の周囲に見られる迷彩を施した高射機関砲の

陣地も見えません。外国人で手荷物の少ないのが

幸いしたのか，税関の検査も至極簡単にパスして

仕切りを越えると，見党えのある顔が何人も並ん

で手を振ってb,ました。

ソウル市にある亜細亜航業K.K・の人たちでし

た。この会社は、現在柳国にある唯一の民間の航

測会社です。雨に滞れたハイウ雲イを通って， ソ

一

へ
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よかったのですが，その後新宿駅の公衆祗話の所

でその手帳を置き忘れてし室ったのです。皆さん

に必要な数字がいっさいここで紹介できなくなり

ました。心からお詫びします。

沈所長から詳しい事業内容の話があった後で，

日本の林梁試験場の中島巌航測研究室長のことを

|州かされたのには驚きました。所長は口を窮めて

'l!砧さんをほめるのです。他国で知人をほめられ

ぁのは何といっても気持の↓､､､ものです。ついい

い気になって，わたくしも中島さんの研究室の研

究願間ですと口を滑らせたら，おやそうですかと

今喚は逆に所長さんが篭かれ,大分得をしました。
州国の時， 中島さんには，中島雛と3枚の鉄文

字を1個100ウォンで買ってお土函こしたのです
が’ ここで受けた待遇に比べると，あまりにも安
いお土産で．悪かったなあ－と．実は今ごろ少し

ばかり後悔してL,ろ次第です。

スケッチマスターや， プラニメトリックプロッ

ターなどを使っての判読結果のプロッ1,が行なわ

れていました。女性のオペレーターもかなりいま

した。また土鷺調査も行なわれてし､て,物理献馳，
化学試触室があります。現在12,000蝋の土塊の
サンプルが縦理されている由です。

造林を適地に， という考えをPRするために，
正而玄関の掲示板に，大小二つの木材の輪切りを

並べて,同じ年限で,土質に合った植林をした場合

には,こんな違いがありま式というわかりやすい
展示がしてあり、なるほどと感心しましたが,|mけ
ばここに勤めていた女性のアイデアだそうです。

ひととおりの見学が終わってから，識堂に集ま

った数十人の人を前にして、 わたくしはリモー

1， ．センシソグ（遠隔探知）について特別珊淡を

しました。

金教授の名通訳のおかげで，終わってから所艮
さんからおほめの言棄をいただいて恐縮しまし

た。この調査所は，林業試験場の一角にあります
が,当日はたまたま試験場長さんの渡米の送別会
がある由で，わたくしばここの韓研究官のご案内
で，韓国料理のご馳走をいただきました。戦国の
測趾郡柵については，後で金教授から，森林航測
に寄協していただく約束をしてきましたので，今
回はその序牽に代えて，この辺で失礼いたします。

た． ソウル韮山を結ぶハイウニイの建設に際し

ても．一・部に航測が実施された由です。フランス

から来たコンサルタソl､によって，航測の精度が

非常によいとの報告が政府に出されたので． この

会社は述殻部長官の表彰を受けて､,ます。

岡立姐設研究センターは， 日本では国土地理院
に1{j当する役所と､,えるでしょう。ここに朧A－7

や， ツプイスの伽位修正機などがあります。カメ

ラもRMKを持ってL､ます。

国土錐本図作成もここで計画されています。搬
影は民間に発注されますが，空中三角はオランダ

のKLMが受注して、､ますb

わたくしたちは日本の航測技術ば世界的であろ

うと，滞干うぬぼれて､､るようですし．海外進出

など， よく耳にすることですが，すぐお隣りの国

の空中三角を， 朧るかに遠い国であるオランダが

引き受けて↓､るという事実は，いった､､どうした

ことかと考えざるをえません。

そのゆえかどうかはわかりませんが， この国で

は毎年2～3人の技術者がオーランダのITC(国際
航測研修センター）へ派泄されています。現在す

でに'数人の人たちがいる由です。 日本人の数と

比核してゑると， これもまた再考すべきことのよ

うです。
× × ×

､､ままで国巡の特別援助賞金によって実施され

て↓､た森林調査が，今年から国連の援助が中止に

なったので，政府の資金で継続されることにな

り，今年は約8,"Okm雪の撮影が行なわれること
になっています。国際入札で，オランダ， 日本な

どからも応札がある由ですが，結果については，

不明のままji11国しました。

わたくしが十数年にわたって交際を続けてき

た水原股科大学の金甲徳副教授は， この森林調査
の技術アドバイザーであり，金教授の案内で， こ

の調査の中心である「山林資源調査所」を訪問し

ました。

ここで談若の皆さんにお詫びしなければならな

し､ことがあります。所長の話を伺いながら． これ

は森林航測に譜くべき内容だ， と直感的にそう考

えたので，克ﾘ】にメモを取り帰国してすぐ日林

協に述絡して細介記事を書くと申し入れたまでは

ー

へ
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い林相図作成の試み､を行なったので， ここにそ

の概要を紹介する。’
熱帯林開発における

空中写真利用の一例

作業の内容

作業の手順は次のとおりである。

1． 集成写真図の作成

潤査対象区域の集成写真図（モザイク）を作成

した。写真にはインドネシア側の搬影の縮尺1 ：

20,000の空中写真を使用し，原縮尺でモザイクし
た｡

2． 地況，林況の判読

別途に複製した写真を立体観察し， まず林地と

除地を区別し，林地についてば樹冠直径階，疎密
度階，色調，地況を林相調査のカテゴリーとして．

各因子について判読し，その区画線を記入すると

ともに大径木のha当たりの本数と合わせて判読

した。区分の韮準ならびにその方法を其体的に述
べると次のようである。 （表参照）

O樹冠禰径

’
｜

’
山下勝男

(日林協・測充部）

壷

はじめに

経済成長の薪しい発展に伴い，木材の燃要も加

速度的に増大し，その疏要な供給源として未開発

熱帯林が璽要視されているが，そのためには未開

発材の資源通の適確な把握がなされねばならな

い。今回インドネシア謝勝の一つであるオピ脇の

一部につ､,て空中写其を利川して林州判謎を行な

体型判胱幽馴ll*Tableofforcst type

地 況
T℃rraintype
cl測零ification｜撫撫' ．’卿"”

樹冠r[ 径
Crown(liameteib

大径木ha当たり
本数
Numberof

largecrowntree

| - IE当たり

H篭轟一梅

Dense

| ， 海津平地Coastal

flatterrainｅ

大
癖Ｉザ|’

a

拠 交
（大・中）
Mix

(Large&
Middle)

混 交
（大・中・小）
Mix

(LaIge,Middle
&Small)

内陸平地
Inland

flat terrain
Ⅲ
‐
ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｅ
－
Ⅳ
一
Ｖ

12

灰 色

Grav

灰 色

Grav

本 数
GG 丘陵地形

Relifedtemain

侵食地形

Erodedterrain

へ

I
林 地

Forest

中
Acmal

3 b

Middlc

l"登鐙，
疎

』皿
dbもb

"I･hin B
B1ack

旦皿
dbもb

B1ack

B

area

number

中

Mid訓候

I 山逓地形
LoweI=

mountenious

terrain混 交
（中・小）
Mix

(Middle&
Small)

C

山岳地形
Mountenious
terrain

一
、

WW

M Mangrobe 塩水拠地林・海衆林除地

Leftover

area

p I Plantation 人工避林地・農園

A Another その他
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頚した。

3．林相原図の作成

写真上に記入した林梱区画線および

林柤記号をモザイク上に移写し，それ

を半透明ポリエステルベースにトレー

ス着墨して，原図を作成し， さらにあ

い焼図を作成した。

4． 林相区画ごとの面積測定

あい焼図上で，一点当たり1haの

点格子板(M-I型)を使って各区画ご

との面蔵を測定し，前記林相原図（ポ

リエステルベースのもの）の林相記号

の下に併記した。

5． 林相モザイク写真図作成

原モザイクを複写したネガブィルム

と林相線の入った林相原図（ポリエス

テルペース）を重ね焼きして，林相モ

ザイク写真を作成し活用しやすくして

し､るo

以上，林組判読の内容とこれから作

成された林相図の作業要領について述

べたが,これにさらに地勢線(峰,河）

または．簡単なコソターを描示すれば

地形図の代用としてもさらに利用価値

を高めることができる。なお，モザイ

ク作成の場合，写真撮影による各コー

スのズレがあり写真接合，林相線の

記入に多少の困難があったので，でき

れば各コースごとの縮尺を統一して焼

i修正をモザイクにすることが望まし

一

VI

I 【【

↑"噸“
海職F地

藤ﾆﾆﾆﾆｰｰ一海

一

直径大のものを大径木とし, ha当たりの本数 き付ける略修正をモザイクにすることが望まし

をブロットサイズ板を使ﾊ1して判読した。 い。

○樹冠疎密度
おわりに

密（75％以上)，中（45～75％),疎（0～45％）

の3段階に区分して上W木の疎悔庇を判離した。 今後，南方諸地域の開発計画が進むにつれて森
○色調 林の適正な森林調査方法の確立を早急にいそがね

樹菰判定の際， 目やすの一つとなる色調を次の ぱならないが， このためには，関係者のバラバラ
4段階に区分した。 な研究調査活動よりも， 1本の組成体系のもとに
GW(灰白色),G(灰色), GB(灰黒色), B(黒色） 各機関の関係技術者が協力して，その効率的な活
○地況 勅を進める必要があるように思われる。この機関

開発にあたっての伐採，搬出蝉酬業計画に影響 萩を通してこれらの活動が円滑に発展することを
を及ぼす要素として（中ｶ雄「熱淵林開発におけ 心から願う。

る空中写真の利用」を参考として）図のように分
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リ

空からみた治山・治水

〔1〕

日 1段幸雄

(林野庁業筋課）

'〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃＃

写典1は川山の鮒カン図ですb島原市の市街地は

この刑11 1の1ll柵にまで発述しています。

向かって左から塊0渓鮒l渓，第2渓．鋪3渓

･…以下鋪6渓と呼称され，各渓谷より流出された

土砂は，下流の砂礫円錐地粥に唯蔵します。この渓

路とともに土砂を間定し．すばらしL､有りI湾の大殿

観を引き立たせるのに一役をになっているのが，こ

のアカマツ林なのです。右側の劇鰐の島原湾に点在

する小胤は，九十九Kbとも呼ばれ，島原，雲仙岳を

訪れる観光客の旅梢を慰めてくれるに十分です。こ

れは前に述べた寛政の大地震により派生した無人島

で．ここにもアカマツの美しい緑が象られ室す。

モノローグ

依田和夫氏が9回にわたって写興でみた日本の

森林をユニークなタッチで． ロマン盤かに紹介さ

れましたが，本号から治山のサイドより見た，

TypiCalな日本の森林の一断面をとりあげ解説し

ます。いわばシリーズ"写真で梁た日本の森林"国
くに

土保全版です｡国土を守る森林､↓､や国民保全の森

林といったほうが適切なようです。 （筆者前白）

‐

脳I｣Iとアカマツ

「眉山を見ずして九州の治山，砂防を語るなか

れ」といわれるこの山依，長崎県島原市の街に接

し､九州における治山， 砂防1燦のメッカとされ

て↓､ます°

白山火山僻の唯一の活火山〃盤仙岳〃のト陣イ

デ群の一つであり，地質は角閃岩で形成され， も

ろくくずれやすい状態にあったうえに，寛政年間

の地震で大崩壊を起こしたのです。

「島原大変，肥後雌睡」と、､う悲しい諺が今も

長崎，熊木の人為のlillに生きて､､ますが，寛政4

年（1792年） 1月18日，普賢岳が突如噴火し火山

性地震が銃発2月4日にはこの眉山（前山とも

､､われる）が大崩鰹を起こし． このため岩石，泥

水が一時に海中に流入，有明海に大津波が起こっ

たのです。胤原城下の数10力村，肥後，熊本付近

の海辺一緋ば大きな被諜を受けました。

この事件の内容につ↓､ては,「大日本地震史料」

や「日本職火史」などに詳しく述べられてb,ます

が， これによれば肥前，肥後の両国で死者1万5

千名土砂の川壊は幅2キロメートル， その鐘は

5俺2千万立方〆－1，ルに達したとL､われてb､ま

す。いずれにせよこのような莫大な鐘の土砂，岩

,ffか一時に海中に入ったため．異常な大波が起こ

ったことにはI川述も､ありません。

この災桝の例は， 1963年10月9日のイタリア

のバィオソトダム， 先日のペルーのダムの湛水の

流出に似て↓､ます°これらの災害も．山くずれに

よる落禰のために滝のような水がダムを乗り越

え．奔流となって下流の村（律ンカローネ村）等

を一瞬にのぷこんだのです。島原の事件はこれら

の災害をもっと大規棋にしたものであると想像さ

れ室す。

ところでいま燗山の下には島原市の市街地（人

口12万人）が発迷していますが．地震→蹴壊以

来降雨のたびに土砂を下流に押し流し． ここに住

民の涙く･まし、､土砂との閏1，がくり返されてきた

たのです。治山剖喋は大正6年（1913年）から実

施され．治山ダム（えん堤，床固，谷止）や導流

堤によりこれらの不安定土砂を安定させ， ここに

アカマツの山(1*W)を造成するため、治山技術

者の努力が悩なと統けられてL､るのです。

この肪服は，かの酷原の乱でも有名です。山辮

のアカマツの林のなかには． キリシタン処刑の悲

~
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写真－2は符賢貯の前山･1.i山です。第0渓力･ら輔5渓までの上砂ば，下流の砂礫円錐地帯に流下します

が，渓流の入1 1は，えん堤で土砂か抑止され， またそれぞれの流路には，侵食防止のための治山施設（治水
ダムW癖）か見られ寵す。土砂が安定すれば天然下抓でアカマツの碓樹が発生し， これがすばらしい成焚を
統け為のです。火山性崩1拠地独特の断鵬，ハ雛，侵食谷，砂礫円維地併の地形も， このアカマツの林州とと
もに沈I1して~ドさい。

このI'1111の保全につb,ては，長崎鼎，熊木世林局, 111,|枇桝,W!f庁と学‘賊経験者の間でD jWlll地臆沿山，
砂防述納協‘溌会が組織され， この地区の対簸につL､ての協縦がなされて↓､ます°

アカマツ林～かってばアカマツ亡国論という汚名も冠せられましたが，深根性かつ，やせ地に耐え，緑と
くに

幹の測和そして蝋謝に耐えて磨きぬかれたその塵は，まさに国土を守る脚のチャンピオンの一つとL,えまし

よプロ

熊本桝林局はかつて脳山地区の治山対簸の一環として「l'{山の上部をきりくずし，これを有切干拓等に使
川すればいくらかかるのか」とL､う試算をしましたが，緑でおおう価値をあらためて再認識したようです。
特に緑の価値が薪しく高められて1,るいま，国土保全効果プラス観光価値としての，緑の定赴化が必要で
す。

‐

ソも，そしてカラユキさんもこの可ツの緑をふつ

めて静かに自分の運命に従って1，つたのではない

かと考えられるのです。

しい史釧も残されて、､叢す。この乱を契磯に．燕

府のキリシ’ソ師正は強化され日本は鎖同へと向

かったのです。

またこの地方には， 貧しい家計を救うために，

典|罰へ虎られて行った娘たち～島原の子守唄で布

潴なカラユキさん～のエレジーが残っています。

人r(いの手に連れられ， この島原の港から背エ

ントツの汽船につめこまれ南の果てに運搬されて

行った彼女たち． このような悲しい日本の歴史を

この間山のアカマツは傭かに象つめてきたので

す。この写爽をながめて､､ると処刑前のキリシタ

昭和46年5月1日発行（2カ月1 1@l発行）

森林航測第86号

発行所社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六雷町7養地・郵便番号（102）
電話03(261)5281(代斐)－5振替東京60448
定価1部601円 （送料実慨）
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名古屋(881)6178

中庭測勉K. K.
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東京都新描区西斬禰6－9－20(342）3621

平和測戯K K.
東京都港区白金台2－9-25(441)3905

東日本航空K. K

《
｝

埼玉卿上足立郡新座町野火止22560484(71)2555

北海航測K. K.
札幌市北4条西2()丁目（北西ピル内）

札幌（611）帥43

関東測量K. K.
前橋市斐町1－18－劃前橋(21)1435

K. K. 協同測量社
是野市安茂里671長野(26)5691

K.K.協立コンサルタント
東京都大、区矢圃2－13－6（759）7721

北日本測赴K. K.
金沢市洩野木町2－2－5金沢（52）3211

国際航業K. K.
東京都千代、区六稀町2（262）6221

K. K航空写真測量所
東京都台]I(区上野3－1-8(833)4251

（
一

琳務局・窪理業務↓アジア航測K.K.
東京都世田谷区弦巻5－2－16（4羽〉2151

一般業務：パシフィ ック航業K､K.
東京都目熟区卿ll2-13－5(715)1611

I

ﾄ
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